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山
嶽
倶
楽
部
の
旗
は
、土
佐
山
西
川
地
区
の
公

民
館「
西
川
公
会
堂
」に
お
い
て
、地
域
の
宝
と
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。山
嶽
倶
楽
部

は
、土
佐
山
村
の
民
権
結
社
山
嶽
社
を
母
体
と
し

て
、第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
勝
利
す
る
た

め
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
二
月
以
降
に
結
成
さ

れ
た
団
体
で
す
。こ
の
旗
も
、同
時
期
に
制
作
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
に
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
、土
佐
山
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に

「
旗
」を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。「
旗
」は
、何
年
振
り
か
の
お
披
露
目
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、長
年
の
劣
化
が
心
配
で
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、二
〇
二
三（
令
和
五
）年
四
月
九

日
に
西
川
区
長
さ
ん
よ
り
、「
西
川
地
区
の
総
会
に

お
い
て
同
旗
を
保
管
場
所
の
良
い
自
由
民
権
記
念

館
な
ど
に
お
願
い
で
き
な
い
か
。」と
土
佐
山
公
民

館
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。自
由
民
権
記
念
館
は
、

大
変
あ
り
が
た
い
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

旗
は
西
川
地
区
か
ら
の
寄
贈
で
は
な
く
寄
託
合
意

致
し
ま
し
た
。四
月
二
九
日（
と
さ
や
ま
の
日
）に

西
川
公
民
館
に
て
、関
係
者
の
立
ち
合
い
の
も
と
、

自
由
民
権
記
念
館
へ
の
寄
託
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
佐
山
で
は
、自
由
民
権
運
動
の
萌
芽「
山
嶽

社
」の
考
え
を
源
流
と
し
て
、昭
和
の
土
佐
山「
社

学
一
体
教
育
」に
続
き
、現
在
の
土
佐
山
学
舎
の

「
土
佐
山
学
」へ
の『
進
取
』の
行
動
が
続
い
て
い

ま
す
。 山

嶽
倶
楽
部
旗
の
寄
託
に
つ
い
て

自由民権運動に関する○×ク
イズを解きながら、ゴールを目指
すこのイベント。２階展示室に
は、クイズに正解するためのヒン
トが書かれているパネルも設置
しました。８月５日から20日まで
の期間中457人の方に参加いた
だき、自由民権運動について気軽
に学べる機会となったと、大変好
評でした。

夏休み企画「迷路ラリーに挑戦！」を行いました
8月10日（木）、秦小学校児童クラブから依頼をいた

だき、出前講座に伺いました。明治14年に作られた「民
権すごろく」と、大正～昭
和の高知市の地図を引き
伸ばした大型パズルを体
験してもらいました。子ど
もたちは、遊びの中で、自
由民権運動や高知の歴史
について楽しく学習してく
れました。

夏休み放課後児童クラブに出張して
きました

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（秋・冬） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

ワークショップ

10月21日（土）「切り絵を作ろう！」（会場：民権ホール）
11月11日（土）「クリスマスガーランドを作ろう！」（会場：研修室）
１月13日（土）「ペーパーで小動物を作ろう！」（会場：研修室）
２月17日（土）「フラワーボックスを作ろう！」（会場：研修室）
３月16日（土）「折り紙でお雛様を作ろう！」（会場：研修室）

11月25日（土）14：00～15：30

■企画展「牧野富太郎と土佐の自由民権」記念講演会
　高知近代史研究会第115回研究会
 「植物学九十年－牧野博士の横顔－」
 講師：村上 有美氏（高知県立牧野植物園 植物研究課文庫班長）
 会場：1階民権ホール

10月14日（土）13：30～16：00 

◆第23回「県詞の日」記念講演会
 「自由民権運動はどのように始まったのか？
  ～『民撰議院設立建白書』から150年を前にふり返る～」
 講師：髙木 翔太氏（高知県立高知城歴史博物館学芸員）
 会場：1階民権ホール

11月18日（土）8：45～12：00

◆民権史跡めぐり
 「電車で行く旭・升形界隈史跡めぐり」
集合場所：高知市立自由民権記念館（雨天中止）
案内人：汲田 美砂（高知市立自由民権記念館学芸員）
参加費：300円（保険代、資料代等）
※別途電車1日乗り放題券（500円）の購入が必要

開催中

■コーナー展示
 「絵葉書にみる土佐の今昔」
会場：2階常設展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要

要申込

要申込

開催中～12月3日（日）

■企画展
 「牧野富太郎と土佐の自由民権」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
※担当学芸員による展示解説 11月25日（土）16時～

□ 企画展「牧野富太郎と土佐の自由民権」記念講演会
　 高知近代史研究会第113回研究会「民権・佐川・牧野」
□ 新収資料報告
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ 大学生対象講座レポート

12月17日（日）13：30～ 

◆第25回 民権凧まつり

 「土佐凧を作ろう」
会場：1階自由ギャラリー
参加費：500円

1月4日（木）14：00～

◆第25回 民権凧まつり
 「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

12月13日（水）10：00～

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

1月23日（火）10：00～

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

2月3日（土）14：00～

■博物館講座
 「選挙大干渉について」
 講師：公文 豪氏（自由民権運動研究家・友の会会員）
 会場：1階民権ホール

3月2日（土）14：00～15：30

■高知近代史研究会第116回研究会
 「高知における初期写真の変遷について
　－牧野富太郎青年時代の写真を中心に－」
 講師：天野 圭悟氏（高知県立美術館学芸員）
 会場：1階民権ホール

定員：各回１０名
参加費：500円

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00 要電話

予約

土
佐
山
公
民
館 

館
長 

永
野
尊
士

※午前・午後とも参加者対象
　の展示クイズラリーあり

1月20日（土）～2月25日（日）

■第24回社会科自由研究作品展
会場：1階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示山嶽倶楽部の旗

高知市土佐山西川地区蔵/当館保管
182cm×235cmの大型資料。

山嶽社（高知市指定史跡）
現在の建物は平成3年に復元したもの。

「迷路ラリーに挑戦！」入口 大型パズル
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川
田
　
豊
太
郎

か
わ
だ

と
よ
た
ろ
う

（
1
8
6
9
〜
1
9
4
9
）

民

権

家

人

物

録

明
治
39
年
2
月
21
日
撮
影
。38
歳
。

宮
中
参
観
記
念
。（
川
田
家
所
蔵
）

佐
川
の
豪
商
、入
吉
屋
一
族
に
生

ま
れ
、一
八
九
六（
明
治
二
九
）年
佐

川
郵
便
局
長
。私
財
を
投
じ
て「
和
楽

園（
公
園
）」「
川
田
文
庫
」を
開
設
す

る
な
ど
、佐
川
文
化
の
発
展
に
尽
力

し
た
。

そ
の
人
柄
を
孫
の
雄
造
は
、次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

外
で
は
い
つ
も
温
和
で
に
こ
や
か

だ
っ
た
が
、家
庭
内
で
は
非
常
に
厳

格
で
近
寄
り
が
た
く
、身
だ
し
な
み

は
い
つ
も
き
ち
ん
と
し
、館
長
と
し

て
青
山
文
庫
に
行
く
と
き
は
必
ず
羽

織
袴
で
あ
っ
た
。一
方
ユ
ー
モ
ア
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。旅
行
が
好
き

で
よ
く
出
掛
け
て
い
た
。青
山
文
庫

の
汽
車
閲
覧
室
で
一
緒
に
本
を
楽
し

ん
だ
こ
と
が
懐
か
し
い
。

豊
太
郎
に
、堀
見
克
禮（
一
八
六
七

〜
一
九
三
二
）が
宛
て
た
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）年
九
月
七
日
付
の
書
簡

が
あ
る
。

堀
見
は
後
に
大
阪
医
科
大
学
教
授

に
な
る
人
物
で
、こ
の
時
東
京
に
出
て

勉
学
中
で
あ
り
、故
郷
の
川
田
を
東

京
に
呼
び
寄
せ
た
も
の
で
、土
佐
弁
、

ひ
ら
が
な
で
記
さ
れ
て
い
る
。以
下
、

一
部
を
箇
条
書
き
で
紹
介
す
る
。

【
原
文
】

・
く
る
く
ら
い
な
れ
ば
　
は
や
く
こ
い
　
お
ん
し
も
　
ま
だ

わ
か
い

・
じ
ぶ
ん
わ
　
そ
の
と
き
　
十
六
ぢ
や
つ
た
け
ん
ど
　
ろ
お

じ
ん
の
よ
お
な
こ
こ
ち
が
し
て
　
は
や
く
こ
ざ
り
し
こ
と

お
こ
お
か
い
し
た

・（
若
い
連
中
が
ド
イ
ツ
語
を
）べ
ろ
べ
ろ
よ
み
よ
っ
た
わ
　

ま
た
じ
つ
に
は
が
い
か
つ
た

・
お
も
わ
く
の
ち
ご
お
た
こ
と
ば
か
り
で
　
は
や
く
で
て
こ

ざ
っ
た
わ
　
は
が
ゆ
く
も
ま
た
こ
お
く
わ
い
せ
ん
ば
ん

・
と
う
ぞ
は
や
く
こ
い
　
こ
お
ち
え
一
に
ち
　
そ
れ
か
ら
こ

ち
ま
で
わ
　
は
よ
お
て
三
か
　
お
そ
お
て
七
か
ぐ
ら
い
　

ど
お
ぞ
は
や
く
こ
い
や
　
ま
き
の
が
か
え
る
か
ら
　
そ
こ

ら
あ
た
り
よ
お
き
い
て
み
よ

【
現
代
語
訳
】

・
来
る
く
ら
い
な
ら
早
く
来
い
　
お
前
は
ま
だ
若
い（
若
す

ぎ
る
の
意
で
は
な
く
、い
ま
な
ら
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
意
）

・
自
分
は
十
六
歳
だ
っ
た
が
、老
人
の
様
な
気
が
し
て
、早
く

来
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た

・（
若
い
連
中
が
ド
イ
ツ
語
を
）ど
ん
ど
ん
読
ん
で
い
た
わ
。実

に
悔
し
か
っ
た
。

・
思
惑
の
違
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
　
早
く
出
て
こ
な
か
っ
た

の
は
　
悔
し
く
も
ま
た
後
悔
千
万

・
ど
う
か
早
く
来
い（
佐
川
か
ら
）高
知
へ
一
日
　
そ
れ
か
ら

こ
ち
ら
ま
で
は
、早
く
て
三
日
　
遅
く
て
七
日
く
ら
い
　

ど
う
か
早
く
来
い
や
　
牧
野
が
帰
る
か
ら
　
そ
の
あ
た
り

よ
く
聞
い
て
見
ろ

学
問
の
志
に
燃
え
る
明
治
の
青
年
が
、故
郷
の
後
輩
を
よ

び
よ
せ
た
書
簡
と
し
て
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

結
局
川
田
は
、「
長
男
は
外
へ
は
出
さ
な
い
」と
い
う
家
の

方
針
に
よ
り
上
京
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、な
ら

ば
と
自
宅
内
に
私
設
図
書
館「
川
田
文
庫
」を
開
設
し
私
財
を

投
じ
て
運
営
し
た
。そ
の
姿
に
、佐
川
出
身
の
幕
末
の
志
士
、

元
宮
内
大
臣
の
田
中
光
顕
が
共
感
し
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
資
金
を
寄
附
し
て「
青
山
文
庫
」に
な
っ
て
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
川
田
は
、高
知
県
に
お
け
る
、図
書
館
、博
物
館

の
大
先
達
な
の
で
あ
る
。

昭和12年9月3日撮影。
69歳。

青山文庫汽車閲覧室。
（川田家所蔵）

企
画
展「
牧
野
富
太
郎
と
土
佐
の
自
由
民
権
」

記
念
講
演
会
・

高
知
近
代
史
研
究
会
第
113
回
研
究
会

「
民
権
・
佐
川
・
牧
野
」

筒
井
秀
一（
当
館
館
長
）

明治16年の牧野たち
（川田家所蔵）

月
結
成
の
同
盟
会
、翌
年
六
月
同
盟
会
を

発
展
さ
せ
発
足
し
た
公
正
社
、初
代
の
副

社
長
が
牧
野
富
太
郎
で
す
。そ
し
て
佐
川

学
術
会
が
一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
十
一

月「
公
正
社
臨
時
総
会
ニ
於
テ
該
社
ノ
組

織
ヲ
単
純
ナ
ル
学
術
会
ト
為
シ
名
称
ヲ
佐

川
学
術
会
ト
改
メ
」発
足
し
て
い
ま
す
。

登
壇
す
る
牧
野

「
私
も
、こ
の
懇
親
会
に
は
し
ば
し
ば
出

席
し
、肩
を
怒
ら
し
て
時
局
を
談
じ
た
。」

新
聞
紙
上
で
牧
野
が
登
壇
し
た
記
録
は

三
件
で
す
。

一
つ
は
、一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
十

一
月
三
日
、佐
川
村
小
学
校
の
大
懇
親
会
、

二
つ
は
翌
年
四
月
三
〇
日
、佐
川
村
柳
瀬

公
園
の
佐
川
第
二
自
由
懇
親
会
、三
つ
は

一
八
八
三（
明
治
十
六
）年
九
月
二
三
日
、

佐
川
村
柳
瀬
公
園
の
佐
川
第
二
懇
親
会
で

す
。こ

れ
ら
は
、城
下
か
ら
有
名
弁
士
を
招

請
し
、様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、そ
の
中
に
若
き
牧
野
の

高
揚
し
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

牧
野
、警
察
と
や
り
あ
う

こ
う
し
た
熱
気
の
中
で
、牧
野
が
警
察

と
絡
ん
だ
記
録
が
あ
り
ま
す
。

南
山
社
の
幹
部
で
あ
っ
た
西
村
躍
が
堀

見
熈
助
に
宛
て
た
一
八
八
二（
明
治
十
五
）

年
六
月
十
八
日
付
の
書
簡（
高
知
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
蔵
）に
は
、「
当
地
自
由
党

之
景
況
最
盛
ン
已
ニ
昨
夜
迄
申
込
ノ
党
員

殆
ン
ト
七
百
名
実
ニ
愉
快
‐
中
略
‐
公
正

社
ノ
演
説
会
傍
聴
無
数
青
年
ノ
憤
発
実
ニ

驚
ク
ニ
堪
ユ
公
正
社
員
牧
野
昨
日
大
ニ
北

原
警
部（
佐
川
ヅ
メ
）ヲ
ヤ
リ
コ
メ
タ
リ
快

「
ら
ん
ま
ん
」で
は

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

で「
楠
野
喜
江
」が
持
っ
て
い
た
声
明
社
演

説
会
の
ビ
ラ
に
は
発
起
人
に「
早
川
逸
馬
・

酒
井
南
津
男
・
宮
地
春
繁
・
能
勢
源
助
・
小

藤
猛
太
郎
」と
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
酒
井
が
坂
本
南
海
男
、宮
地
が

宮
地
茂
春
、能
勢
が
能
勢
源
之
助
、小
藤
が

後
藤
猛
太
郎
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。早
川
に
は
名
前

か
ら
類
推
で
き
る
土
佐
の
民
権
家
は
い
な

い
よ
う
で
す
。植
木
枝
盛
は
じ
め
若
手
民

権
家
の
雰
囲
気
で
造
形
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
ラ
マ
で
は
、「
槙
野
万
太
郎
」が
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
自
由
民
権
運
動
に
巻
き
込

ま
れ
、共
感
し
な
が
ら
も
、涙
を
呑
ん
で
決

別
し
、植
物
学
の
道
に
進
む
と
い
う
展
開

に
な
り
ま
し
た
。

佐
川
の
自
由
民
権
運
動

牧
野
は
青
春
の
思
い
出
と
し
て「
私
の

青
年
時
代
は
、土
佐
は
自
由
党
の
天
下
で

あ
っ
た
。」と
述
べ
て
い
ま
す
が
、実
は
そ

う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
高
岡
郡
、幡
多

郡
は
国
民
派
が
優
勢
で
す
。そ
の
中
で
佐

川
と
宿
毛
は
民
権
派
の
拠
点
で
し
た
。

佐
川
の
民
権
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
の
は

南
山
社
で
す
。一
八
七
八（
明
治
十
一
）年

に
結
成
さ
れ
、一
八
七
九（
明
治
十
二
）年

愛
国
社
第
二
回
、一
八
八
〇（
明
治
十
三
）

年
愛
国
社
第
四
回
・
国
会
期
成
同
盟
結
成

大
会
に
代
表
が
参
加
す
る
な
ど
、全
国
区

の
結
社
と
言
え
る
存
在
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
南
山
社
の
周
辺
に
様
々
な

団
体
が
登
場
し
ま
し
た
。牧
野
が
参
加
し

た
団
体
は
、一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
八

哉
」と
あ
り
、佐
川
の
民
権
運
動
の
熱
気
と

牧
野
が
警
部
を「
ヤ
リ
コ
メ
タ
」様
子
を

「
快
哉
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
公
正
社
組
織
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ

付
キ
該
社
副
社
長
牧
野
富
太
郎
ト
問
答
ノ

始
末
」（『
霧
生
関
』三
七
号 

水
野
進「
牧
野

富
太
郎
博
士
と
佐
川
町
」）に
は
、警
察
に

呼
び
出
さ
れ
た
牧
野
が
、公
正
社
の
性
格

を
問
い
た
だ
さ
れ
、学
術
組
織
で
あ
る
と

反
論
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
八
三（
明
治
十
六
）年
十
二
月
高
知

の
写
真
館
で
撮
影
、中
央
が
牧
野
富
太
郎

（
二
二
歳
）、向
っ
て
右
が
川
田
豊
太
郎（
十

五
歳
）、左
が
山
﨑
卯
子（
十
七
歳
）、こ
の

こ
ろ
彼
ら
は
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

牧
野
は
翌
年
上
京
し
東
京
大
学
の
門
を

た
た
き
ま
す
。山
﨑
は
そ
の
後
も
自
由
民

権
運
動
で
活
躍
し
、一
八
九
二（
明
治
二

五
）年
選
挙
大
干
渉
の
際
、斗
賀
野
で
起

こ
っ
た
民
権
・
国
民
両
派
の
激
突（
野
地
騒

動
）で
死
亡
し
ま
し
た
。

川
田
は
、自
宅
内
に
私
設
図
書
館「
川
田

文
庫
」を
開
設
し
私
財
を
投
じ
て
運
営
に

あ
た
り
ま
す
。

そ
の
後
の
牧
野
と
土
佐

牧
野
は
一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
の
上

京
後
も
何
回
か
帰
郷
し
、文
化
活
動
で
足

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。年
表
風
に
ま
と
め

ま
す
。

・
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
三
月
二
一
日『
土

陽
新
聞
』、佐
川
私
立
英
学
会
設
立
一
周
年

祝
宴
。幹
事
長
牧
野
富
太
郎
同
会
設
立
の

趣
旨
及
び
既
往
の
事
蹟
、将
来
の
目
的
等

を
演
説
。

・
同
年
五
月
六
日『
土
陽
新
聞
』、佐
川
唱
歌

会
隆
盛
に
赴
き
、東
京
よ
り
帰
郷
の
牧
野

富
太
郎
を
教
師
に
招
聘
。

・
同
年
十
二
月
二
二
日『
高
知
日
報
』、牧
野

富
太
郎
等
設
立
の
高
知
生
物
学
会
の
会

則
を
掲
載
。

・
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
六
月『
土
陽
新

聞
』、牧
野
富
太
郎
、佐
川
に
理
学
会
設

立
。盛
大
に
赴
く
。

・
一
八
九
二（
明
治
二
五
）年「
西
洋
音
楽
事

始
め
」（『
草
木
と
と
も
に
』）、「
高
知
音
楽

会
な
る
も
の
を
創
立
し
た
。」「
明
治
二
十

五
年
は
高
知
で
西
洋
音
楽
普
及
の
た
め

に
狂
奔
し
て
、夢
の
よ
う
に
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
。」

新
道
建
設
と
民
権
派
幹
部
の
分
裂

佐
川
で
は
、一
八
八
四（
明
治
十
七
）年

高
知
よ
り
松
山
に
至
る
県
道
開
削
の
議
論

が
起
こ
り
、地
域
を
ゆ
る
が
す
議
論
と
な

り
ま
し
た
。当
時
国
民
派
は
賛
成
、民
権
派

は
民
力
休
養
、時
期
尚
早
と
し
て
反
対
で

し
た
。

こ
の
時
、民
権
派
幹
部
の
西
村
躍
、川
田

信
道（
豊
太
郎
の
父
）は
新
道
開
削
賛
成
の

立
場
に
立
ち
民
権
派
を
離
脱
し
、翌
年
五

月
十
一
日
の
新
道
開
削
同
志
者
懇
親
会
で

は
、発
起
人
総
代
川
田
信
道
が
開
会
主
旨
を

述
べ
、西
村
躍
が「
新
道
開
く
べ
し
」と
演
説

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
川
田
信
道
は
、誘
致

運
動
の
先
頭
に
立
つ
と
と
も
に
、私
財
を
投

じ
て
霧
生
関
を
開
削
し
た
の
で
す
。

選
挙
大
干
渉
と
佐
川

一
部
有
力
幹
部
の
離
脱
に
も
関
わ
ら

ず
、佐
川
民
権
派
の
勢
力
は
拡
大
し
、一
八

八
九（
明
治
二
二
）年
の
県
会
議
員
選
挙
で

は
高
岡
郡
で
全
勝
、第
一
回
衆
議
院
議
員

選
挙
で
も
勝
利
し
ま
し
た
。そ
し
て
、一
八

九
二（
明
治
二
五
）年
の
第
二
回
総
選
挙
で

史
上
有
名
な
選
挙
干
渉
が
行
わ
れ
、佐
川

で
は
両
派
の
衝
突
が
頻
発
し
、民
権
派
で

は
山
﨑
卯
子
が
、国
民
派
で
は
楠
本
正
誠

（
吉
村
寅
太
郎
の
甥
）が
死
亡
す
る
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
地
域
社
会
に
深
い
し
こ
り

を
残
し
、そ
の
修
復
が
そ
の
後
の
佐
川
の

課
題
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ

は
別
の
機
会
に
譲
り
ま
す
。

晩
年
の
牧
野
と
川
田

一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年
十
一
月
二
七

日
付
川
田
豊
太
郎
宛
牧
野
富
太
郎
書
簡
、

牧
野
八
五
歳
、川
田
七
八
歳
で
す
。

川
田
が
郷
土
研
究
雑
誌「
吾
が
村
」を
創

刊
し
そ
れ
を
牧
野
に
贈
っ
た
礼
状
で
す
。

牧
野
は
図
書
や
標
本
が
空
襲
に
遭
わ
な

か
っ
た
こ
と
、相
変
わ
ら
ず「
ペ
ン
と
相

撲
」を
取
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
、追

伸
に「
孫
六
さ
ん
が
始
め
て
奥
の
土
居
へ

芝
居
小
屋
を
建
て
佐
川
町
屋
の
若
者
を
役

者
に
し
た
事
な
ど
を
書
く
人
が
あ
れ
ば
面

白
い
と
存
じ
ま
す
、こ
れ
は
佐
川
に
取
っ

て
は
一
大
事
件
で
す
」と
記
し
て
い
ま
す
。

晩
年
の
牧
野
の
佐
川
へ
の
思
い
を
垣
間

見
せ
る
も
の
で
す
。

「
自
由
党
脱
退
」よ
り
抜
粋

・
私
の
青
年
時
代
は
、土
佐
は
自
由
党

の
天
下
で
あ
っ
た
。「
自
由
は
土
佐

の
山
間
か
ら
出
る
」と
ま
で
い
わ

れ
、土
佐
の
人
々
は
大
い
に
気
勢
を

あ
げ
た
も
ん
で
あ
る
。

・
私
の
郷
里
佐
川
町
も
、全
町
挙
っ
て

自
由
党
員
で
あ
っ
た
。私
も
熱
心
な

党
員
の
一
人
で
あ
っ
て
、政
治
に
関

す
る
書
物
を
随
分
読
ん
だ
。

・
自
由
党
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、志

士
た
ち
は
、競
っ
て
壇
上
に
駆
け
上

が
っ
て
政
府
攻
撃
の
演
説
を
行
っ

た
。私
も
、こ
の
懇
親
会
に
は
し
ば

し
ば
出
席
し
、肩
を
怒
ら
し
て
時
局

を
談
じ
た
。

・
政
治
論
争
の
時
間
を
、植
物
研
究
に

向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
悟
っ
た
。

・
私
は
自
由
党
を
脱
党
す
る
こ
と
に

し
た
。自
由
党
の
同
志
た
ち
も
、私

の
決
心
を
諒
と
し
、こ
の
脱
党
を
許

し
て
く
れ
た
。

『
草
木
と
と
も
に
』

（

　
　
　
　
　
　
　

   

）

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
・
1
9
5
6
年

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
・
2
0
2
2
年

こ
ぞ

３
人
の
青
年

か
つ
ひ
ろ
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川
田
　
豊
太
郎

か
わ
だ

と
よ
た
ろ
う

（
1
8
6
9
〜
1
9
4
9
）

民

権

家

人

物

録

明
治
39
年
2
月
21
日
撮
影
。38
歳
。

宮
中
参
観
記
念
。（
川
田
家
所
蔵
）

佐
川
の
豪
商
、入
吉
屋
一
族
に
生

ま
れ
、一
八
九
六（
明
治
二
九
）年
佐

川
郵
便
局
長
。私
財
を
投
じ
て「
和
楽

園（
公
園
）」「
川
田
文
庫
」を
開
設
す

る
な
ど
、佐
川
文
化
の
発
展
に
尽
力

し
た
。

そ
の
人
柄
を
孫
の
雄
造
は
、次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

外
で
は
い
つ
も
温
和
で
に
こ
や
か

だ
っ
た
が
、家
庭
内
で
は
非
常
に
厳

格
で
近
寄
り
が
た
く
、身
だ
し
な
み

は
い
つ
も
き
ち
ん
と
し
、館
長
と
し

て
青
山
文
庫
に
行
く
と
き
は
必
ず
羽

織
袴
で
あ
っ
た
。一
方
ユ
ー
モ
ア
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。旅
行
が
好
き

で
よ
く
出
掛
け
て
い
た
。青
山
文
庫

の
汽
車
閲
覧
室
で
一
緒
に
本
を
楽
し

ん
だ
こ
と
が
懐
か
し
い
。

豊
太
郎
に
、堀
見
克
禮（
一
八
六
七

〜
一
九
三
二
）が
宛
て
た
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）年
九
月
七
日
付
の
書
簡

が
あ
る
。

堀
見
は
後
に
大
阪
医
科
大
学
教
授

に
な
る
人
物
で
、こ
の
時
東
京
に
出
て

勉
学
中
で
あ
り
、故
郷
の
川
田
を
東

京
に
呼
び
寄
せ
た
も
の
で
、土
佐
弁
、

ひ
ら
が
な
で
記
さ
れ
て
い
る
。以
下
、

一
部
を
箇
条
書
き
で
紹
介
す
る
。

【
原
文
】

・
く
る
く
ら
い
な
れ
ば
　
は
や
く
こ
い
　
お
ん
し
も
　
ま
だ

わ
か
い

・
じ
ぶ
ん
わ
　
そ
の
と
き
　
十
六
ぢ
や
つ
た
け
ん
ど
　
ろ
お

じ
ん
の
よ
お
な
こ
こ
ち
が
し
て
　
は
や
く
こ
ざ
り
し
こ
と

お
こ
お
か
い
し
た

・（
若
い
連
中
が
ド
イ
ツ
語
を
）べ
ろ
べ
ろ
よ
み
よ
っ
た
わ
　

ま
た
じ
つ
に
は
が
い
か
つ
た

・
お
も
わ
く
の
ち
ご
お
た
こ
と
ば
か
り
で
　
は
や
く
で
て
こ

ざ
っ
た
わ
　
は
が
ゆ
く
も
ま
た
こ
お
く
わ
い
せ
ん
ば
ん

・
と
う
ぞ
は
や
く
こ
い
　
こ
お
ち
え
一
に
ち
　
そ
れ
か
ら
こ

ち
ま
で
わ
　
は
よ
お
て
三
か
　
お
そ
お
て
七
か
ぐ
ら
い
　

ど
お
ぞ
は
や
く
こ
い
や
　
ま
き
の
が
か
え
る
か
ら
　
そ
こ

ら
あ
た
り
よ
お
き
い
て
み
よ

【
現
代
語
訳
】

・
来
る
く
ら
い
な
ら
早
く
来
い
　
お
前
は
ま
だ
若
い（
若
す

ぎ
る
の
意
で
は
な
く
、い
ま
な
ら
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
意
）

・
自
分
は
十
六
歳
だ
っ
た
が
、老
人
の
様
な
気
が
し
て
、早
く

来
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た

・（
若
い
連
中
が
ド
イ
ツ
語
を
）ど
ん
ど
ん
読
ん
で
い
た
わ
。実

に
悔
し
か
っ
た
。

・
思
惑
の
違
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
　
早
く
出
て
こ
な
か
っ
た

の
は
　
悔
し
く
も
ま
た
後
悔
千
万

・
ど
う
か
早
く
来
い（
佐
川
か
ら
）高
知
へ
一
日
　
そ
れ
か
ら

こ
ち
ら
ま
で
は
、早
く
て
三
日
　
遅
く
て
七
日
く
ら
い
　

ど
う
か
早
く
来
い
や
　
牧
野
が
帰
る
か
ら
　
そ
の
あ
た
り

よ
く
聞
い
て
見
ろ

学
問
の
志
に
燃
え
る
明
治
の
青
年
が
、故
郷
の
後
輩
を
よ

び
よ
せ
た
書
簡
と
し
て
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

結
局
川
田
は
、「
長
男
は
外
へ
は
出
さ
な
い
」と
い
う
家
の

方
針
に
よ
り
上
京
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、な
ら

ば
と
自
宅
内
に
私
設
図
書
館「
川
田
文
庫
」を
開
設
し
私
財
を

投
じ
て
運
営
し
た
。そ
の
姿
に
、佐
川
出
身
の
幕
末
の
志
士
、

元
宮
内
大
臣
の
田
中
光
顕
が
共
感
し
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
資
金
を
寄
附
し
て「
青
山
文
庫
」に
な
っ
て
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
川
田
は
、高
知
県
に
お
け
る
、図
書
館
、博
物
館

の
大
先
達
な
の
で
あ
る
。

昭和12年9月3日撮影。
69歳。

青山文庫汽車閲覧室。
（川田家所蔵）

企
画
展「
牧
野
富
太
郎
と
土
佐
の
自
由
民
権
」

記
念
講
演
会
・

高
知
近
代
史
研
究
会
第
113
回
研
究
会

「
民
権
・
佐
川
・
牧
野
」

筒
井
秀
一（
当
館
館
長
）

明治16年の牧野たち
（川田家所蔵）

月
結
成
の
同
盟
会
、翌
年
六
月
同
盟
会
を

発
展
さ
せ
発
足
し
た
公
正
社
、初
代
の
副

社
長
が
牧
野
富
太
郎
で
す
。そ
し
て
佐
川

学
術
会
が
一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
十
一

月「
公
正
社
臨
時
総
会
ニ
於
テ
該
社
ノ
組

織
ヲ
単
純
ナ
ル
学
術
会
ト
為
シ
名
称
ヲ
佐

川
学
術
会
ト
改
メ
」発
足
し
て
い
ま
す
。

登
壇
す
る
牧
野

「
私
も
、こ
の
懇
親
会
に
は
し
ば
し
ば
出

席
し
、肩
を
怒
ら
し
て
時
局
を
談
じ
た
。」

新
聞
紙
上
で
牧
野
が
登
壇
し
た
記
録
は

三
件
で
す
。

一
つ
は
、一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
十

一
月
三
日
、佐
川
村
小
学
校
の
大
懇
親
会
、

二
つ
は
翌
年
四
月
三
〇
日
、佐
川
村
柳
瀬

公
園
の
佐
川
第
二
自
由
懇
親
会
、三
つ
は

一
八
八
三（
明
治
十
六
）年
九
月
二
三
日
、

佐
川
村
柳
瀬
公
園
の
佐
川
第
二
懇
親
会
で

す
。こ

れ
ら
は
、城
下
か
ら
有
名
弁
士
を
招

請
し
、様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、そ
の
中
に
若
き
牧
野
の

高
揚
し
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

牧
野
、警
察
と
や
り
あ
う

こ
う
し
た
熱
気
の
中
で
、牧
野
が
警
察

と
絡
ん
だ
記
録
が
あ
り
ま
す
。

南
山
社
の
幹
部
で
あ
っ
た
西
村
躍
が
堀

見
熈
助
に
宛
て
た
一
八
八
二（
明
治
十
五
）

年
六
月
十
八
日
付
の
書
簡（
高
知
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
蔵
）に
は
、「
当
地
自
由
党

之
景
況
最
盛
ン
已
ニ
昨
夜
迄
申
込
ノ
党
員

殆
ン
ト
七
百
名
実
ニ
愉
快
‐
中
略
‐
公
正

社
ノ
演
説
会
傍
聴
無
数
青
年
ノ
憤
発
実
ニ

驚
ク
ニ
堪
ユ
公
正
社
員
牧
野
昨
日
大
ニ
北

原
警
部（
佐
川
ヅ
メ
）ヲ
ヤ
リ
コ
メ
タ
リ
快

「
ら
ん
ま
ん
」で
は

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

で「
楠
野
喜
江
」が
持
っ
て
い
た
声
明
社
演

説
会
の
ビ
ラ
に
は
発
起
人
に「
早
川
逸
馬
・

酒
井
南
津
男
・
宮
地
春
繁
・
能
勢
源
助
・
小

藤
猛
太
郎
」と
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
酒
井
が
坂
本
南
海
男
、宮
地
が

宮
地
茂
春
、能
勢
が
能
勢
源
之
助
、小
藤
が

後
藤
猛
太
郎
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。早
川
に
は
名
前

か
ら
類
推
で
き
る
土
佐
の
民
権
家
は
い
な

い
よ
う
で
す
。植
木
枝
盛
は
じ
め
若
手
民

権
家
の
雰
囲
気
で
造
形
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
ラ
マ
で
は
、「
槙
野
万
太
郎
」が
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
自
由
民
権
運
動
に
巻
き
込

ま
れ
、共
感
し
な
が
ら
も
、涙
を
呑
ん
で
決

別
し
、植
物
学
の
道
に
進
む
と
い
う
展
開

に
な
り
ま
し
た
。

佐
川
の
自
由
民
権
運
動

牧
野
は
青
春
の
思
い
出
と
し
て「
私
の

青
年
時
代
は
、土
佐
は
自
由
党
の
天
下
で

あ
っ
た
。」と
述
べ
て
い
ま
す
が
、実
は
そ

う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
高
岡
郡
、幡
多

郡
は
国
民
派
が
優
勢
で
す
。そ
の
中
で
佐

川
と
宿
毛
は
民
権
派
の
拠
点
で
し
た
。

佐
川
の
民
権
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
の
は

南
山
社
で
す
。一
八
七
八（
明
治
十
一
）年

に
結
成
さ
れ
、一
八
七
九（
明
治
十
二
）年

愛
国
社
第
二
回
、一
八
八
〇（
明
治
十
三
）

年
愛
国
社
第
四
回
・
国
会
期
成
同
盟
結
成

大
会
に
代
表
が
参
加
す
る
な
ど
、全
国
区

の
結
社
と
言
え
る
存
在
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
南
山
社
の
周
辺
に
様
々
な

団
体
が
登
場
し
ま
し
た
。牧
野
が
参
加
し

た
団
体
は
、一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
八

哉
」と
あ
り
、佐
川
の
民
権
運
動
の
熱
気
と

牧
野
が
警
部
を「
ヤ
リ
コ
メ
タ
」様
子
を

「
快
哉
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
公
正
社
組
織
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ

付
キ
該
社
副
社
長
牧
野
富
太
郎
ト
問
答
ノ

始
末
」（『
霧
生
関
』三
七
号 

水
野
進「
牧
野

富
太
郎
博
士
と
佐
川
町
」）に
は
、警
察
に

呼
び
出
さ
れ
た
牧
野
が
、公
正
社
の
性
格

を
問
い
た
だ
さ
れ
、学
術
組
織
で
あ
る
と

反
論
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
八
三（
明
治
十
六
）年
十
二
月
高
知

の
写
真
館
で
撮
影
、中
央
が
牧
野
富
太
郎

（
二
二
歳
）、向
っ
て
右
が
川
田
豊
太
郎（
十

五
歳
）、左
が
山
﨑
卯
子（
十
七
歳
）、こ
の

こ
ろ
彼
ら
は
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

牧
野
は
翌
年
上
京
し
東
京
大
学
の
門
を

た
た
き
ま
す
。山
﨑
は
そ
の
後
も
自
由
民

権
運
動
で
活
躍
し
、一
八
九
二（
明
治
二

五
）年
選
挙
大
干
渉
の
際
、斗
賀
野
で
起

こ
っ
た
民
権
・
国
民
両
派
の
激
突（
野
地
騒

動
）で
死
亡
し
ま
し
た
。

川
田
は
、自
宅
内
に
私
設
図
書
館「
川
田

文
庫
」を
開
設
し
私
財
を
投
じ
て
運
営
に

あ
た
り
ま
す
。

そ
の
後
の
牧
野
と
土
佐

牧
野
は
一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
の
上

京
後
も
何
回
か
帰
郷
し
、文
化
活
動
で
足

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。年
表
風
に
ま
と
め

ま
す
。

・
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
三
月
二
一
日『
土

陽
新
聞
』、佐
川
私
立
英
学
会
設
立
一
周
年

祝
宴
。幹
事
長
牧
野
富
太
郎
同
会
設
立
の

趣
旨
及
び
既
往
の
事
蹟
、将
来
の
目
的
等

を
演
説
。

・
同
年
五
月
六
日『
土
陽
新
聞
』、佐
川
唱
歌

会
隆
盛
に
赴
き
、東
京
よ
り
帰
郷
の
牧
野

富
太
郎
を
教
師
に
招
聘
。

・
同
年
十
二
月
二
二
日『
高
知
日
報
』、牧
野

富
太
郎
等
設
立
の
高
知
生
物
学
会
の
会

則
を
掲
載
。

・
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
六
月『
土
陽
新

聞
』、牧
野
富
太
郎
、佐
川
に
理
学
会
設

立
。盛
大
に
赴
く
。

・
一
八
九
二（
明
治
二
五
）年「
西
洋
音
楽
事

始
め
」（『
草
木
と
と
も
に
』）、「
高
知
音
楽

会
な
る
も
の
を
創
立
し
た
。」「
明
治
二
十

五
年
は
高
知
で
西
洋
音
楽
普
及
の
た
め

に
狂
奔
し
て
、夢
の
よ
う
に
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
。」

新
道
建
設
と
民
権
派
幹
部
の
分
裂

佐
川
で
は
、一
八
八
四（
明
治
十
七
）年

高
知
よ
り
松
山
に
至
る
県
道
開
削
の
議
論

が
起
こ
り
、地
域
を
ゆ
る
が
す
議
論
と
な

り
ま
し
た
。当
時
国
民
派
は
賛
成
、民
権
派

は
民
力
休
養
、時
期
尚
早
と
し
て
反
対
で

し
た
。

こ
の
時
、民
権
派
幹
部
の
西
村
躍
、川
田

信
道（
豊
太
郎
の
父
）は
新
道
開
削
賛
成
の

立
場
に
立
ち
民
権
派
を
離
脱
し
、翌
年
五

月
十
一
日
の
新
道
開
削
同
志
者
懇
親
会
で

は
、発
起
人
総
代
川
田
信
道
が
開
会
主
旨
を

述
べ
、西
村
躍
が「
新
道
開
く
べ
し
」と
演
説

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
川
田
信
道
は
、誘
致

運
動
の
先
頭
に
立
つ
と
と
も
に
、私
財
を
投

じ
て
霧
生
関
を
開
削
し
た
の
で
す
。

選
挙
大
干
渉
と
佐
川

一
部
有
力
幹
部
の
離
脱
に
も
関
わ
ら

ず
、佐
川
民
権
派
の
勢
力
は
拡
大
し
、一
八

八
九（
明
治
二
二
）年
の
県
会
議
員
選
挙
で

は
高
岡
郡
で
全
勝
、第
一
回
衆
議
院
議
員

選
挙
で
も
勝
利
し
ま
し
た
。そ
し
て
、一
八

九
二（
明
治
二
五
）年
の
第
二
回
総
選
挙
で

史
上
有
名
な
選
挙
干
渉
が
行
わ
れ
、佐
川

で
は
両
派
の
衝
突
が
頻
発
し
、民
権
派
で

は
山
﨑
卯
子
が
、国
民
派
で
は
楠
本
正
誠

（
吉
村
寅
太
郎
の
甥
）が
死
亡
す
る
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
地
域
社
会
に
深
い
し
こ
り

を
残
し
、そ
の
修
復
が
そ
の
後
の
佐
川
の

課
題
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ

は
別
の
機
会
に
譲
り
ま
す
。

晩
年
の
牧
野
と
川
田

一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年
十
一
月
二
七

日
付
川
田
豊
太
郎
宛
牧
野
富
太
郎
書
簡
、

牧
野
八
五
歳
、川
田
七
八
歳
で
す
。

川
田
が
郷
土
研
究
雑
誌「
吾
が
村
」を
創

刊
し
そ
れ
を
牧
野
に
贈
っ
た
礼
状
で
す
。

牧
野
は
図
書
や
標
本
が
空
襲
に
遭
わ
な

か
っ
た
こ
と
、相
変
わ
ら
ず「
ペ
ン
と
相

撲
」を
取
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
、追

伸
に「
孫
六
さ
ん
が
始
め
て
奥
の
土
居
へ

芝
居
小
屋
を
建
て
佐
川
町
屋
の
若
者
を
役

者
に
し
た
事
な
ど
を
書
く
人
が
あ
れ
ば
面

白
い
と
存
じ
ま
す
、こ
れ
は
佐
川
に
取
っ

て
は
一
大
事
件
で
す
」と
記
し
て
い
ま
す
。

晩
年
の
牧
野
の
佐
川
へ
の
思
い
を
垣
間

見
せ
る
も
の
で
す
。

「
自
由
党
脱
退
」よ
り
抜
粋

・
私
の
青
年
時
代
は
、土
佐
は
自
由
党

の
天
下
で
あ
っ
た
。「
自
由
は
土
佐

の
山
間
か
ら
出
る
」と
ま
で
い
わ

れ
、土
佐
の
人
々
は
大
い
に
気
勢
を

あ
げ
た
も
ん
で
あ
る
。

・
私
の
郷
里
佐
川
町
も
、全
町
挙
っ
て

自
由
党
員
で
あ
っ
た
。私
も
熱
心
な

党
員
の
一
人
で
あ
っ
て
、政
治
に
関

す
る
書
物
を
随
分
読
ん
だ
。

・
自
由
党
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、志

士
た
ち
は
、競
っ
て
壇
上
に
駆
け
上

が
っ
て
政
府
攻
撃
の
演
説
を
行
っ

た
。私
も
、こ
の
懇
親
会
に
は
し
ば

し
ば
出
席
し
、肩
を
怒
ら
し
て
時
局

を
談
じ
た
。

・
政
治
論
争
の
時
間
を
、植
物
研
究
に

向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
悟
っ
た
。

・
私
は
自
由
党
を
脱
党
す
る
こ
と
に

し
た
。自
由
党
の
同
志
た
ち
も
、私

の
決
心
を
諒
と
し
、こ
の
脱
党
を
許

し
て
く
れ
た
。

『
草
木
と
と
も
に
』

（

　
　
　
　
　
　
　

   

）

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
・
1
9
5
6
年

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
・
2
0
2
2
年

こ
ぞ

３
人
の
青
年

か
つ
ひ
ろ
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企
画
展「
牧
野
富
太
郎
と
土
佐
の
自
由
民
権
」  

　

後
期
展
示
が
始
ま
り
ま
し
た
！

牧
野
富
太
郎
が
植
物
標
本
の
作
製
・

保
管
に
利
用
し
た
新
聞
紙（
以
下「
牧
野

新
聞
」）の
う
ち
、高
知
県
内
で
発
行
さ
れ

た
二
、一
〇
〇
点
に
つ
い
て
、こ
の
度
、高

知
県
立
牧
野
植
物
園（
以
下「
牧
野
植
物

園
」）か
ら
当
館
へ
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

の
で
、こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。

牧
野
富
太
郎
と
植
物
標
本

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

に
て
、「
槙
野
万
太
郎
」が
下
宿
先
を
探
す

シ
ー
ン
を
御
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

植
物
学
の
道
に
進
む
た
め
上
京
し
た
万
太

郎
は
意
気
揚
々
と
宿
屋
に
向
か
い
ま
す

が
、持
ち
込
ん
だ
荷
物
の
多
さ
が
原
因
で
、

下
宿
を
次
々
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
彼
は
、か
た
く
な
に
荷
物
を
減
ら

し
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
研
究
に
使
用
す
る
植
物
標
本
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

万
太
郎
の
モ
デ
ル
で
あ
る
牧
野
富
太
郎

も
、植
物
標
本
を
生
涯
大
切
に
保
管
し
て

い
ま
し
た
。東
京
都
練
馬
区
の
牧
野
の
自

宅
に
遺
さ
れ
た
標
本
の
数
は
、な
ん
と
約

四
〇
万
点
。そ
こ
に
は
、牧
野
自
身
が
採
集

し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、牧
野
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
き
た
、全
国
各
地

の
植
物
愛
好
家
が
採
集
し
た
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

し
た
結
果
、『
土
陽
新
聞
』等
民
権
派
が
発

行
し
て
い
た
新
聞
の
欠
号
分
だ
け
で
な

く
、『
高
知
又
新
』等
、存
在
自
体
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
新
聞
が
多
く
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、本
調
査
を
き
っ
か
け

に
、こ
れ
ら
二
、一
〇
〇
点
す
べ
て
が
当
館

に
寄
贈
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
聞
資
料
は
、近
代
史
研
究
に
お
い

て
、基
礎
資
料
と
な
り
う
る
重
要
な
情
報

源
で
す
。し
か
し
、高
知
県
内
で
発
行
さ

れ
た
戦
前
の
新
聞
の
多
く
は
、戦
時
下
の

空
襲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
ま
し
た
。「
牧
野

新
聞
」は
、こ
う
し
て
生
じ
て
し
ま
っ
た

〝
歴
史
の
空
白
〞を
埋
め
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
群
で
す
。「
牧
野
新
聞
」を

ひ
ろ
く
市
民
・
県
民
の
み
な
さ
ま
に
活

用
い
た
だ
く
た
め
、当
館
で
は
引
き
続
き

調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
副
産
物

こ
れ
ら
植
物
標
本
の
作
製
に
使
わ
れ
て

い
た
の
が
、ま
さ
に
新
聞
紙
で
し
た
。新
聞

紙
は
、吸
水
性
が
高
い
こ
と
・
安
価
で
あ
る

こ
と
・
ど
こ
で
も
手
に
入
れ
や
す
い
こ
と

か
ら
、昔
か
ら
標
本
づ
く
り
に
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。牧
野
の
自
宅
に
は
、図
ら
ず

も
、大
量
の
標
本
と
と
も
に
全
国
各
地
の

新
聞
紙
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

牧
野
の
死
後
、植
物
標
本
は
専
門
機
関

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、新
聞
紙

は
当
初
、破
棄
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。し
か

し
、希
少
な
新
聞
を
含
む
な
ど
資
料
的
価

値
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、こ
れ

ら
新
聞
紙
を「
牧
野
新
聞
」と
し
て
保
存
す

る
こ
と
に
。東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文

庫
と
、牧
野
植
物
園
の
二
館
に
分
け
て
保

管
さ
れ
、現
在
に
至
り
ま
す
。

「
牧
野
新
聞
」の
調
査

当
館
で
は
、令
和
元
年
度
か
ら
、牧
野
植

物
園
所
蔵
の「
牧
野
新
聞
」の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。す
る
と
、高
知
県
内
で
発
行
さ
れ

た
新
聞
二
、一
〇
〇
点
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、氏
原
和

彦
氏（
当
時
高
知
市
民
権
・
文
化
財
課
企

画
担
当
調
整
官
）を
中
心
に
内
容
を
確
認

一

当
館
蔵「
牧
野
新
聞
」概
要

・『
土
陽
新
聞
』　
　
一
、四
四
四
部

・『
高
知
新
聞
』　
　
二
五
二
部

・『
高
知
日
報
』　
　
二
五
三
部

・  

そ
の
他
　
　
　 

一
五
一
部

（
例
）『
厳
正
中
立
　
高
知
又
新
』

　   『
高
知
実
業
新
聞
』

　   『
高
知
週
報
』

　   『
高
知
タ
イ
ム
ス
』他

　
　
　
　
　 

計
二
、一
〇
〇
部

初回調査のようす
（高知県立牧野植物園にて、令和元年12月）

「
日
本
植
物
分
類
学
の
父
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
牧
野
富
太
郎
の
青
年
時

代
に
注
目
し
、自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ

り
や
、同
時
代
に
活
躍
し
た
民
権
家
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
本
展
。九
月
二
日
か

ら
は
、資
料
を
全
点
入
れ
替
え
て
後
期
展

示
を
開
催
中
で
す
。

本
展
チ
ラ
シ
表
面
に
も
掲
載
し
て
い

る
、牧
野
富
太
郎
・
山
﨑
卯
子
・
川
田
豊

太
郎
が
一
緒
に
写
る
ガ
ラ
ス
版
写
真
を

楠瀬喜多肖像写真

三人のガラス版写真
（明治16年12月、川田家蔵）

左から山﨑卯子、牧野富太郎、川田豊太郎。

（

　
　
　
　
　

   

）

①『
土
陽
新
聞
』

　第
六
〇
〇
〇
号

　明
治
三
五
年
一
一
月
一
六
日

こ
れ
ま
で
現
存
し
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、一
面
記

事
は「
廿
余
年
来
の
回
顧
」。土
陽

新
聞
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
聞
紙
条
例
に
よ
っ
て
同
紙
が
発

行
停
止
と
な
っ
た
際
、身
代
わ
り

と
し
て
発
行
さ
れ
た『
高
知
新
聞
』

『
高
知
自
由
新
聞
』が
重
な
る
、斬

新
な
レ
イ
ア
ウ
ト
。

②『
土
陽
週
報
』

　（明
治
三
六
年
一
〇
月
五
日
）

土
陽
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
た
週

刊
新
聞
。発
行
日
の
上
に「
横
倉
山

麓 

三
十
七
年
一
月
五
日
」と
あ
り
、

本
紙
は
、横
倉
山
で
採
集
さ
れ
た

植
物
が
挟
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

【こんな新聞が見つかりました】

記念講演会

「植物学九十年―牧野博士の横顔―」
講師：村上　有美氏
　　　（高知県立牧野植物園 植物研究課文庫班長）

日時：2023年11月25日（土） 午後２時～３時半
会場：高知市立自由民権記念館１階　民権ホール
ZOOMでの聴講も可能です。希望される方は下記URL
または右のQRコードよりお申し込みください。
https://onl.la/F4xGW2K
※講演会終了後午後４時より、本展担当学芸員による展示解説を行います。
　（参加には常設展・企画展共通観覧券が必要です。）

御
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、高
知
市
ゆ
か
り

の
資
料
と
し
て
、牧
野
が
揮
毫
し
た
寺
田

寅
彦
記
念
館
入
口
の
碑「
寺
田
寅
彦
先
生

邸
址
」の
原
本
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、「
ら
ん
ま
ん
」に
楠
瀬
喜
多
が
モ

デ
ル
の
女
性
が
登
場
し
た
こ
と
に
合
わ

せ
て
、楠
瀬
喜
多
の
晩
年
の
写
真
も
展
示

し
ま
す
。こ
の
機
会
に
是
非
御
覧
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

新収資料
報告

参加無料
申込不要

ゆ
う
し
ん

二三

③『
厳
正
中
立

　高
知
又
新
』

　（大
正
一
三
年
一
二
月
八
日
）

新
発
見
と
思
わ
れ
る
新
聞
。記
事

に
は
、大
衆
的
・
娯
楽
的
内
容
も
み

ら
れ
る
。本
号
で
は
、高
知
市
出
身

の
実
業
家
で
、三
菱
グ
ル
ー
プ
総

理
事
を
つ
と
め
た
木
村
久
寿
弥
太

の
記
事
が
一
面
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

ゆ
う
し
ん
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企
画
展「
牧
野
富
太
郎
と
土
佐
の
自
由
民
権
」  

　

後
期
展
示
が
始
ま
り
ま
し
た
！

牧
野
富
太
郎
が
植
物
標
本
の
作
製
・

保
管
に
利
用
し
た
新
聞
紙（
以
下「
牧
野

新
聞
」）の
う
ち
、高
知
県
内
で
発
行
さ
れ

た
二
、一
〇
〇
点
に
つ
い
て
、こ
の
度
、高

知
県
立
牧
野
植
物
園（
以
下「
牧
野
植
物

園
」）か
ら
当
館
へ
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

の
で
、こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。

牧
野
富
太
郎
と
植
物
標
本

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

に
て
、「
槙
野
万
太
郎
」が
下
宿
先
を
探
す

シ
ー
ン
を
御
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

植
物
学
の
道
に
進
む
た
め
上
京
し
た
万
太

郎
は
意
気
揚
々
と
宿
屋
に
向
か
い
ま
す

が
、持
ち
込
ん
だ
荷
物
の
多
さ
が
原
因
で
、

下
宿
を
次
々
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
彼
は
、か
た
く
な
に
荷
物
を
減
ら

し
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
研
究
に
使
用
す
る
植
物
標
本
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

万
太
郎
の
モ
デ
ル
で
あ
る
牧
野
富
太
郎

も
、植
物
標
本
を
生
涯
大
切
に
保
管
し
て

い
ま
し
た
。東
京
都
練
馬
区
の
牧
野
の
自

宅
に
遺
さ
れ
た
標
本
の
数
は
、な
ん
と
約

四
〇
万
点
。そ
こ
に
は
、牧
野
自
身
が
採
集

し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、牧
野
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
き
た
、全
国
各
地

の
植
物
愛
好
家
が
採
集
し
た
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

し
た
結
果
、『
土
陽
新
聞
』等
民
権
派
が
発

行
し
て
い
た
新
聞
の
欠
号
分
だ
け
で
な

く
、『
高
知
又
新
』等
、存
在
自
体
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
新
聞
が
多
く
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、本
調
査
を
き
っ
か
け

に
、こ
れ
ら
二
、一
〇
〇
点
す
べ
て
が
当
館

に
寄
贈
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
聞
資
料
は
、近
代
史
研
究
に
お
い

て
、基
礎
資
料
と
な
り
う
る
重
要
な
情
報

源
で
す
。し
か
し
、高
知
県
内
で
発
行
さ

れ
た
戦
前
の
新
聞
の
多
く
は
、戦
時
下
の

空
襲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
ま
し
た
。「
牧
野

新
聞
」は
、こ
う
し
て
生
じ
て
し
ま
っ
た

〝
歴
史
の
空
白
〞を
埋
め
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
群
で
す
。「
牧
野
新
聞
」を

ひ
ろ
く
市
民
・
県
民
の
み
な
さ
ま
に
活

用
い
た
だ
く
た
め
、当
館
で
は
引
き
続
き

調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
副
産
物

こ
れ
ら
植
物
標
本
の
作
製
に
使
わ
れ
て

い
た
の
が
、ま
さ
に
新
聞
紙
で
し
た
。新
聞

紙
は
、吸
水
性
が
高
い
こ
と
・
安
価
で
あ
る

こ
と
・
ど
こ
で
も
手
に
入
れ
や
す
い
こ
と

か
ら
、昔
か
ら
標
本
づ
く
り
に
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。牧
野
の
自
宅
に
は
、図
ら
ず

も
、大
量
の
標
本
と
と
も
に
全
国
各
地
の

新
聞
紙
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

牧
野
の
死
後
、植
物
標
本
は
専
門
機
関

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、新
聞
紙

は
当
初
、破
棄
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。し
か

し
、希
少
な
新
聞
を
含
む
な
ど
資
料
的
価

値
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、こ
れ

ら
新
聞
紙
を「
牧
野
新
聞
」と
し
て
保
存
す

る
こ
と
に
。東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文

庫
と
、牧
野
植
物
園
の
二
館
に
分
け
て
保

管
さ
れ
、現
在
に
至
り
ま
す
。

「
牧
野
新
聞
」の
調
査

当
館
で
は
、令
和
元
年
度
か
ら
、牧
野
植

物
園
所
蔵
の「
牧
野
新
聞
」の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。す
る
と
、高
知
県
内
で
発
行
さ
れ

た
新
聞
二
、一
〇
〇
点
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、氏
原
和

彦
氏（
当
時
高
知
市
民
権
・
文
化
財
課
企

画
担
当
調
整
官
）を
中
心
に
内
容
を
確
認

一

当
館
蔵「
牧
野
新
聞
」概
要

・『
土
陽
新
聞
』　
　
一
、四
四
四
部

・『
高
知
新
聞
』　
　
二
五
二
部

・『
高
知
日
報
』　
　
二
五
三
部

・  

そ
の
他
　
　
　 

一
五
一
部

（
例
）『
厳
正
中
立
　
高
知
又
新
』

　   『
高
知
実
業
新
聞
』

　   『
高
知
週
報
』

　   『
高
知
タ
イ
ム
ス
』他

　
　
　
　
　 

計
二
、一
〇
〇
部

初回調査のようす
（高知県立牧野植物園にて、令和元年12月）

「
日
本
植
物
分
類
学
の
父
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
牧
野
富
太
郎
の
青
年
時

代
に
注
目
し
、自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ

り
や
、同
時
代
に
活
躍
し
た
民
権
家
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
本
展
。九
月
二
日
か

ら
は
、資
料
を
全
点
入
れ
替
え
て
後
期
展

示
を
開
催
中
で
す
。

本
展
チ
ラ
シ
表
面
に
も
掲
載
し
て
い

る
、牧
野
富
太
郎
・
山
﨑
卯
子
・
川
田
豊

太
郎
が
一
緒
に
写
る
ガ
ラ
ス
版
写
真
を

楠瀬喜多肖像写真

三人のガラス版写真
（明治16年12月、川田家蔵）

左から山﨑卯子、牧野富太郎、川田豊太郎。

（

　
　
　
　
　

   

）

①『
土
陽
新
聞
』

　第
六
〇
〇
〇
号

　明
治
三
五
年
一
一
月
一
六
日

こ
れ
ま
で
現
存
し
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、一
面
記

事
は「
廿
余
年
来
の
回
顧
」。土
陽

新
聞
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
聞
紙
条
例
に
よ
っ
て
同
紙
が
発

行
停
止
と
な
っ
た
際
、身
代
わ
り

と
し
て
発
行
さ
れ
た『
高
知
新
聞
』

『
高
知
自
由
新
聞
』が
重
な
る
、斬

新
な
レ
イ
ア
ウ
ト
。

②『
土
陽
週
報
』

　（明
治
三
六
年
一
〇
月
五
日
）

土
陽
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
た
週

刊
新
聞
。発
行
日
の
上
に「
横
倉
山

麓 

三
十
七
年
一
月
五
日
」と
あ
り
、

本
紙
は
、横
倉
山
で
採
集
さ
れ
た

植
物
が
挟
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

【こんな新聞が見つかりました】

記念講演会

「植物学九十年―牧野博士の横顔―」
講師：村上　有美氏
　　　（高知県立牧野植物園 植物研究課文庫班長）

日時：2023年11月25日（土） 午後２時～３時半
会場：高知市立自由民権記念館１階　民権ホール
ZOOMでの聴講も可能です。希望される方は下記URL
または右のQRコードよりお申し込みください。
https://onl.la/F4xGW2K
※講演会終了後午後４時より、本展担当学芸員による展示解説を行います。
　（参加には常設展・企画展共通観覧券が必要です。）

御
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、高
知
市
ゆ
か
り

の
資
料
と
し
て
、牧
野
が
揮
毫
し
た
寺
田

寅
彦
記
念
館
入
口
の
碑「
寺
田
寅
彦
先
生

邸
址
」の
原
本
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、「
ら
ん
ま
ん
」に
楠
瀬
喜
多
が
モ

デ
ル
の
女
性
が
登
場
し
た
こ
と
に
合
わ

せ
て
、楠
瀬
喜
多
の
晩
年
の
写
真
も
展
示

し
ま
す
。こ
の
機
会
に
是
非
御
覧
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

新収資料
報告

参加無料
申込不要

ゆ
う
し
ん

二三

③『
厳
正
中
立

　高
知
又
新
』

　（大
正
一
三
年
一
二
月
八
日
）

新
発
見
と
思
わ
れ
る
新
聞
。記
事

に
は
、大
衆
的
・
娯
楽
的
内
容
も
み

ら
れ
る
。本
号
で
は
、高
知
市
出
身

の
実
業
家
で
、三
菱
グ
ル
ー
プ
総

理
事
を
つ
と
め
た
木
村
久
寿
弥
太

の
記
事
が
一
面
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

ゆ
う
し
ん
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大
学
生
対
象
講
座

　 

レ
ポ
ー
ト

7
月
28
日（
金
）、今
年
で
26
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

民
権
歌
謡
の
合
唱
再
開
や
、模
擬
演
説
会
を
昔
の
芝
居
小
屋
を
模

し
た
民
権
座
で
行
う
な
ど
、4
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

 

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
28
日（
金
）、今
年
で
26
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

民
権
歌
謡
の
合
唱
再
開
や
、模
擬
演
説
会
を
昔
の
芝
居
小
屋
を
模

し
た
民
権
座
で
行
う
な
ど
、4
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

 

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

５つのチェックポイントを
班ごとに回りながら、クイズに挑戦

▽第３・第４チェックポイント
　 （民権クイズに挑戦！）
常設展示室をまわりながら、合わせて10
問の民権クイズに挑戦。ちょっと難しい問
題もありましたが、展示資料の中からヒン
トを探し、クイズに挑戦している姿が見ら
れました。

△第２チェックポイント
　 （民権座で観劇）
劇団「笛の会」の皆さんによる劇を鑑賞。
明治時代の「自由民権運動大演説会」を再
現した当時さながらのお芝居です。迫真
の演技に、子どもたちの眼差しも真剣そ
のものでした。

△第５チェックポイント
　 （民権すごろく遊びを体験）
明治時代に作られた「民権すごろく」を体
験。振り出しの「男女同権」からスタート
し、上がりの「国会」を目指しました。

◁第１チェックポイント
　（民権歌謡の合唱）
「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の伴
奏に合わせて、植木枝盛が作詞した「民権
かぞへ歌」を歌いました。最初ははずかしそ
うにしていた子どもたちも、民謡協会の皆
さんの御指導のおかげで、手拍子を取りな
がら元気よく歌いきりました♪
歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

自
由
民
権
記
念
館
で
は
、館
を
ひ
ろ
く

様
々
な
方
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、御
希
望
に
応
じ
て
、出
前
講
座
、館

内
で
の
展
示
解
説
、各
種
講
座
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、大
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
講

座
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

●
高
知
大
学
教
育
学
部

　
歴
史
学
専
攻
生
へ
の
講
座

　（令
和
五
年
四
月
二
六
日
）

高
知
大
学
教
育
学
部
で
歴
史
学
を
専

攻
す
る
ゼ
ミ
生
の
み
な
さ
ん
が
、課
外
学

習
の
一
環
で
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、常
設
展
示
室
と
、企
画
展「
春

野
地
域
名
望
家
の
記
録
」の
展
示
解
説
を

行
い
ま
し
た
。所
々
質
問
に
答
え
な
が

ら
、展
示
の
意
図
や
準
備
段
階
で
の
小
話

な
ど
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
御
案
内
し
ま

し
た
。

ま
た
、学
生
の
み
な
さ
ん
は
教
員
を
目

指
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

当
館
の
学
校
連
携
事
業
に
つ
い
て
も
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

後
、「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」や
出
前

講
座
な
ど
で
子
ど
も
対
象
の
グ
ッ
ズ
と

内
解
説
を
踏
ま
え
て
抱
い
た
の
で
あ
ろ

う
様
々
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。中

に
は「
企
画
展
の
準
備
は
業
務
時
間
内
に

出
来
る
も
の
な
の
で
す
か
」「
何
人
く
ら

い
で
運
営
し
て
い
る
の
で
す
か
」と
い
う

よ
う
な
質
問
も
あ
り
、博
物
館
の
仕
事
や

学
芸
員
業
務
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
一
般

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

●
高
知
大
学
「
行
政
実
務
講
座
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　（令
和
五
年
八
月
二
日
）

地
域
協
働
学
部
の
学
生
を
対
象
に
、高

知
大
学
と
高
知
市
が
共
同
で
実
施
し
て

い
る「
行
政
実
務
講
座
」。今
回
は
そ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、高
知
大
学

の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
自
由
民
権
記
念

館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、館
の
成
り
立
ち

や
、業
務
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

表
の
仕
事
で
あ
る
展
示
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、博
物
館
の
根
幹
で
あ
る
収
蔵
機

能
、市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
な

ど
、様
々
な
側

面
か
ら
自
由
民

権
記
念
館
の
役

割
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

座
学
と
展
示
案

内
、合
わ
せ
て

一
時
間
と
い
う

コ
ン
パ
ク
ト
な

し
て
活
用
し
て
い
る「
民
権
す
ご
ろ
く
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
が
教
員

に
な
ら
れ
た
際
に
は
、ぜ
ひ
、博
物
館
施

設
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
高
知
県
立
大
学「
地
域
学
実
習
Ⅰ
」

（
令
和
五
年
七
月
九
日
）

県
内
博
物
館
を
見
学
し
、そ
の
意
義
や

価
値
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
授
業
の
一
コ
マ
で
高
知
県
立
大
学

一
回
生
一
七
名
と
教
職
員
二
名
が
御
来

館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、当
館
館
長
か
ら
自
由
民
権

記
念
館
設
立
に
い
た
る
経
緯
や
県
内
の

文
化
施
設
の
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

常
設
展
示
室
・
企
画
展
示
室
の
解
説
を

行
い
ま
し
た
。

館
内
解
説
の
後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑

応
答
の
時
間
に
は「
自
由
民
権
運
動
っ
て

難
し
い
内
容
だ

と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
向
け
の

展
示
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
す

か
」「
津
波
の
浸

水
地
域
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が

何
か
対
策
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
」

な
ど
講
座
や
館

レポート

クイズラリー

　開会式
社会科部会の先生の司会のもと、開会式スタート。
館長挨拶のあとは、映像「自由民権って何？」を鑑賞
して事前準備は万端、クイズラリーに出発です。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
し
た

が
、学
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
は「
図

書
室
や
ホ
ー
ル
な

ど
も
気
軽
に
活
用

で
き
る
こ
と
を

知
っ
た
。専
門
図

書
も
充
実
し
て
い

る
」「
予
約
な
し
で

学
芸
員
や
解
説
員
に
よ
る
展
示
解
説
が

聞
け
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。ま
た
改
め

て
来
た
い
と
思
っ
た
」と
い
う
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
な
ら
で
は
の
視
点
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
た
こ
の
機
会
を
活
か
し

て
、自
由
民
権
記
念
館
が
若
い
世
代
の

方
々
に
も
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
存
在
に
な
る
よ
う
、今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

展
示
解
説
や
出
前
講
座
を
御
希

望
の
方
は
、

高
知
市
民
権
・
文
化
財
課

（
0
8
8
ー
8
3
2
ー
7
2
7
7
）

ま
で
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
！
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大
学
生
対
象
講
座

　 
レ
ポ
ー
ト

7
月
28
日（
金
）、今
年
で
26
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

民
権
歌
謡
の
合
唱
再
開
や
、模
擬
演
説
会
を
昔
の
芝
居
小
屋
を
模

し
た
民
権
座
で
行
う
な
ど
、4
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

 

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
28
日（
金
）、今
年
で
26
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

民
権
歌
謡
の
合
唱
再
開
や
、模
擬
演
説
会
を
昔
の
芝
居
小
屋
を
模

し
た
民
権
座
で
行
う
な
ど
、4
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

 

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

５つのチェックポイントを
班ごとに回りながら、クイズに挑戦

▽第３・第４チェックポイント
　 （民権クイズに挑戦！）
常設展示室をまわりながら、合わせて10
問の民権クイズに挑戦。ちょっと難しい問
題もありましたが、展示資料の中からヒン
トを探し、クイズに挑戦している姿が見ら
れました。

△第２チェックポイント
　 （民権座で観劇）
劇団「笛の会」の皆さんによる劇を鑑賞。
明治時代の「自由民権運動大演説会」を再
現した当時さながらのお芝居です。迫真
の演技に、子どもたちの眼差しも真剣そ
のものでした。

△第５チェックポイント
　 （民権すごろく遊びを体験）
明治時代に作られた「民権すごろく」を体
験。振り出しの「男女同権」からスタート
し、上がりの「国会」を目指しました。

◁第１チェックポイント
　（民権歌謡の合唱）
「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の伴
奏に合わせて、植木枝盛が作詞した「民権
かぞへ歌」を歌いました。最初ははずかしそ
うにしていた子どもたちも、民謡協会の皆
さんの御指導のおかげで、手拍子を取りな
がら元気よく歌いきりました♪
歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

自
由
民
権
記
念
館
で
は
、館
を
ひ
ろ
く

様
々
な
方
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、御
希
望
に
応
じ
て
、出
前
講
座
、館

内
で
の
展
示
解
説
、各
種
講
座
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、大
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
講

座
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

●
高
知
大
学
教
育
学
部

　
歴
史
学
専
攻
生
へ
の
講
座

　（令
和
五
年
四
月
二
六
日
）

高
知
大
学
教
育
学
部
で
歴
史
学
を
専

攻
す
る
ゼ
ミ
生
の
み
な
さ
ん
が
、課
外
学

習
の
一
環
で
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、常
設
展
示
室
と
、企
画
展「
春

野
地
域
名
望
家
の
記
録
」の
展
示
解
説
を

行
い
ま
し
た
。所
々
質
問
に
答
え
な
が

ら
、展
示
の
意
図
や
準
備
段
階
で
の
小
話

な
ど
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
御
案
内
し
ま

し
た
。

ま
た
、学
生
の
み
な
さ
ん
は
教
員
を
目

指
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

当
館
の
学
校
連
携
事
業
に
つ
い
て
も
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

後
、「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」や
出
前

講
座
な
ど
で
子
ど
も
対
象
の
グ
ッ
ズ
と

内
解
説
を
踏
ま
え
て
抱
い
た
の
で
あ
ろ

う
様
々
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。中

に
は「
企
画
展
の
準
備
は
業
務
時
間
内
に

出
来
る
も
の
な
の
で
す
か
」「
何
人
く
ら

い
で
運
営
し
て
い
る
の
で
す
か
」と
い
う

よ
う
な
質
問
も
あ
り
、博
物
館
の
仕
事
や

学
芸
員
業
務
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
一
般

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

●
高
知
大
学
「
行
政
実
務
講
座
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　（令
和
五
年
八
月
二
日
）

地
域
協
働
学
部
の
学
生
を
対
象
に
、高

知
大
学
と
高
知
市
が
共
同
で
実
施
し
て

い
る「
行
政
実
務
講
座
」。今
回
は
そ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、高
知
大
学

の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
自
由
民
権
記
念

館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、館
の
成
り
立
ち

や
、業
務
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

表
の
仕
事
で
あ
る
展
示
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、博
物
館
の
根
幹
で
あ
る
収
蔵
機

能
、市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
な

ど
、様
々
な
側

面
か
ら
自
由
民

権
記
念
館
の
役

割
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

座
学
と
展
示
案

内
、合
わ
せ
て

一
時
間
と
い
う

コ
ン
パ
ク
ト
な

し
て
活
用
し
て
い
る「
民
権
す
ご
ろ
く
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
が
教
員

に
な
ら
れ
た
際
に
は
、ぜ
ひ
、博
物
館
施

設
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
高
知
県
立
大
学「
地
域
学
実
習
Ⅰ
」

（
令
和
五
年
七
月
九
日
）

県
内
博
物
館
を
見
学
し
、そ
の
意
義
や

価
値
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
授
業
の
一
コ
マ
で
高
知
県
立
大
学

一
回
生
一
七
名
と
教
職
員
二
名
が
御
来

館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、当
館
館
長
か
ら
自
由
民
権

記
念
館
設
立
に
い
た
る
経
緯
や
県
内
の

文
化
施
設
の
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

常
設
展
示
室
・
企
画
展
示
室
の
解
説
を

行
い
ま
し
た
。

館
内
解
説
の
後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑

応
答
の
時
間
に
は「
自
由
民
権
運
動
っ
て

難
し
い
内
容
だ

と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
向
け
の

展
示
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
す

か
」「
津
波
の
浸

水
地
域
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が

何
か
対
策
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
」

な
ど
講
座
や
館

レポート

クイズラリー

　開会式
社会科部会の先生の司会のもと、開会式スタート。
館長挨拶のあとは、映像「自由民権って何？」を鑑賞
して事前準備は万端、クイズラリーに出発です。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
し
た

が
、学
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
は「
図

書
室
や
ホ
ー
ル
な

ど
も
気
軽
に
活
用

で
き
る
こ
と
を

知
っ
た
。専
門
図

書
も
充
実
し
て
い

る
」「
予
約
な
し
で

学
芸
員
や
解
説
員
に
よ
る
展
示
解
説
が

聞
け
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。ま
た
改
め

て
来
た
い
と
思
っ
た
」と
い
う
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
な
ら
で
は
の
視
点
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
た
こ
の
機
会
を
活
か
し

て
、自
由
民
権
記
念
館
が
若
い
世
代
の

方
々
に
も
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
存
在
に
な
る
よ
う
、今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

展
示
解
説
や
出
前
講
座
を
御
希

望
の
方
は
、

高
知
市
民
権
・
文
化
財
課

（
0
8
8
ー
8
3
2
ー
7
2
7
7
）

ま
で
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
！
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山
嶽
倶
楽
部
の
旗
は
、土
佐
山
西
川
地
区
の
公

民
館「
西
川
公
会
堂
」に
お
い
て
、地
域
の
宝
と
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。山
嶽
倶
楽
部

は
、土
佐
山
村
の
民
権
結
社
山
嶽
社
を
母
体
と
し

て
、第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
勝
利
す
る
た

め
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
二
月
以
降
に
結
成
さ

れ
た
団
体
で
す
。こ
の
旗
も
、同
時
期
に
制
作
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
に
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
、土
佐
山
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に

「
旗
」を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。「
旗
」は
、何
年
振
り
か
の
お
披
露
目
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、長
年
の
劣
化
が
心
配
で
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、二
〇
二
三（
令
和
五
）年
四
月
九

日
に
西
川
区
長
さ
ん
よ
り
、「
西
川
地
区
の
総
会
に

お
い
て
同
旗
を
保
管
場
所
の
良
い
自
由
民
権
記
念

館
な
ど
に
お
願
い
で
き
な
い
か
。」と
土
佐
山
公
民

館
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。自
由
民
権
記
念
館
は
、

大
変
あ
り
が
た
い
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

旗
は
西
川
地
区
か
ら
の
寄
贈
で
は
な
く
寄
託
合
意

致
し
ま
し
た
。四
月
二
九
日（
と
さ
や
ま
の
日
）に

西
川
公
民
館
に
て
、関
係
者
の
立
ち
合
い
の
も
と
、

自
由
民
権
記
念
館
へ
の
寄
託
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
佐
山
で
は
、自
由
民
権
運
動
の
萌
芽「
山
嶽

社
」の
考
え
を
源
流
と
し
て
、昭
和
の
土
佐
山「
社

学
一
体
教
育
」に
続
き
、現
在
の
土
佐
山
学
舎
の

「
土
佐
山
学
」へ
の『
進
取
』の
行
動
が
続
い
て
い

ま
す
。 山

嶽
倶
楽
部
旗
の
寄
託
に
つ
い
て

自由民権運動に関する○×ク
イズを解きながら、ゴールを目指
すこのイベント。２階展示室に
は、クイズに正解するためのヒン
トが書かれているパネルも設置
しました。８月５日から20日まで
の期間中457人の方に参加いた
だき、自由民権運動について気軽
に学べる機会となったと、大変好
評でした。

夏休み企画「迷路ラリーに挑戦！」を行いました
8月10日（木）、秦小学校児童クラブから依頼をいた

だき、出前講座に伺いました。明治14年に作られた「民
権すごろく」と、大正～昭
和の高知市の地図を引き
伸ばした大型パズルを体
験してもらいました。子ど
もたちは、遊びの中で、自
由民権運動や高知の歴史
について楽しく学習してく
れました。

夏休み放課後児童クラブに出張して
きました

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（秋・冬） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

ワークショップ

10月21日（土）「切り絵を作ろう！」（会場：民権ホール）
11月11日（土）「クリスマスガーランドを作ろう！」（会場：研修室）
１月13日（土）「ペーパーで小動物を作ろう！」（会場：研修室）
２月17日（土）「フラワーボックスを作ろう！」（会場：研修室）
３月16日（土）「折り紙でお雛様を作ろう！」（会場：研修室）

11月25日（土）14：00～15：30

■企画展「牧野富太郎と土佐の自由民権」記念講演会
　高知近代史研究会第115回研究会
 「植物学九十年－牧野博士の横顔－」
 講師：村上 有美氏（高知県立牧野植物園 植物研究課文庫班長）
 会場：1階民権ホール

10月14日（土）13：30～16：00 

◆第23回「県詞の日」記念講演会
 「自由民権運動はどのように始まったのか？
  ～『民撰議院設立建白書』から150年を前にふり返る～」
 講師：髙木 翔太氏（高知県立高知城歴史博物館学芸員）
 会場：1階民権ホール

11月18日（土）8：45～12：00

◆民権史跡めぐり
 「電車で行く旭・升形界隈史跡めぐり」
集合場所：高知市立自由民権記念館（雨天中止）
案内人：汲田 美砂（高知市立自由民権記念館学芸員）
参加費：300円（保険代、資料代等）
※別途電車1日乗り放題券（500円）の購入が必要

開催中

■コーナー展示
 「絵葉書にみる土佐の今昔」
会場：2階常設展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要

要申込

要申込

開催中～12月3日（日）

■企画展
 「牧野富太郎と土佐の自由民権」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
※担当学芸員による展示解説 11月25日（土）16時～

□ 企画展「牧野富太郎と土佐の自由民権」記念講演会
　 高知近代史研究会第113回研究会「民権・佐川・牧野」
□ 新収資料報告
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ 大学生対象講座レポート

12月17日（日）13：30～ 

◆第25回 民権凧まつり

 「土佐凧を作ろう」
会場：1階自由ギャラリー
参加費：500円

1月4日（木）14：00～

◆第25回 民権凧まつり
 「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

12月13日（水）10：00～

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

1月23日（火）10：00～

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

2月3日（土）14：00～

■博物館講座
 「選挙大干渉について」
 講師：公文 豪氏（自由民権運動研究家・友の会会員）
 会場：1階民権ホール

3月2日（土）14：00～15：30

■高知近代史研究会第116回研究会
 「高知における初期写真の変遷について
　－牧野富太郎青年時代の写真を中心に－」
 講師：天野 圭悟氏（高知県立美術館学芸員）
 会場：1階民権ホール

定員：各回１０名
参加費：500円

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00 要電話

予約

土
佐
山
公
民
館 

館
長 

永
野
尊
士

※午前・午後とも参加者対象
　の展示クイズラリーあり

1月20日（土）～2月25日（日）

■第24回社会科自由研究作品展
会場：1階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示山嶽倶楽部の旗

高知市土佐山西川地区蔵/当館保管
182cm×235cmの大型資料。

山嶽社（高知市指定史跡）
現在の建物は平成3年に復元したもの。

「迷路ラリーに挑戦！」入口 大型パズル

自 由 民 権 記 念 館 だ よ り
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